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  約 3,300万人
- 世界の雇用の1％にあたる約3,300万人

が、正規・非正規の森林セクターで直接
働いていると推定される。同セクターは

2015年（入手可能な最新データ）、 
世界の国内総生産に1兆5,200億ドル

以上の直接的、間接的、誘発
的貢献をしている。

樹木と森林は、気候変動と闘うた
めの主要な手段である。森林には 

6,620億トン 

の炭素が含まれており、これは土壌や植生に含
まれる世界の炭素蓄積量の半分以上である。 

森林の面積は減少し続けているが、植林
や森林管理の改善、その他の要因によ
り、2011年から2020年にかけて、森林

が吸収した炭素量は排出した
炭素量を上回った。

森林は両生類種の80％、鳥類種の
75％、哺乳類種の68％に生息地を提
供し、熱帯林には全ての維管束植物
種（維管束と呼ばれる通道組織を有
する植物の総称で、シダ植物およ
び裸子植物、被子植物といった

種子植物をいう）の約60％
が生息している。

森林は地球上で最も重要な生態系のひとつであり、地球
上の大陸の約3分の1を占めている。森林はほとんどの陸
生種の生息地であり、炭素隔離、水質調整、土壌保全な
ど、幅広い生態系サービスを提供している。また、多様
なコミュニティの住まいでもあり、世界中の何百万人も
の人々の生活を支えている1。

スナップショット：森林が人間、
気候、生物多様性にもたらす恩恵2
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しかしながら、世界の森林は長い間、 
脅威にさらされてきた。2000年以降、 
樹木被覆の年間減少率は上昇し、約12％
が失われた3。その結果、生物多様性は
壊滅的な打撃を受け、人類史上かつてな
い速さで減少している。森林伐採とその
他の土地利用の変化は、世界の温室効果
ガス排出量23％の原因となっている4。

今ある森林を保護し、劣化した森林を回復
させ、新たな森林資源を育成することは、
気候変動の緩和と適応、生物多様性の保
全、サステナブルな経済的生活の発展に不
可欠である。

当レポートは、森林の保護、復元、商業的
植林が、気候変動と生物多様性の損失とい
う2つの課題に取り組むために、いかに重要
な貢献をし、社会的にプラスの効果をもた
らすことができるかについてまとめたもの
である。世界のどこよりも早く樹木が生長
する可能性のある南米では、こうした解決
策が大きな可能性を持つことを浮き彫りに
している5。南米には、おそらく世界で最も
近代的で洗練された林業があり、生物多様
性の重要地域における、サステナブルな開
発を支援する気候変動対策（NCS）は大き
な可能性を秘めている。
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森林と気候変動緩和 
森林は大気中の二酸化炭素を隔離し蓄積すること
で、地球の気候を調整する上で重要な役割を果たし
ている。世界の森林は2001年から2019年の間に、排
出した二酸化炭素の約2倍の二酸化炭素を吸収し、
年間76億トンの二酸化炭素を吸収する「炭素吸収
源」になっていると推定され、これは、米国が毎年
排出する二酸化炭素の1.5倍に相当する6。

森林の保全、再生、管理は、最も重要な気候変動対
策（NCS）のひとつであり、それは温室効果ガスの
排出を回避し、炭素貯留量を増加させる土地利用活
動のポートフォリオである。

調査によると、NCSはパリ協定に沿って、2030年ま
でに地球温暖化を2℃未満に抑えるために必要な気
候緩和策の約3分の1を提供することができ、森林は
その75％近くを提供することができる7。
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気候変動対策としての投資機会：高まる炭素除去の必要性と有効性8

自然活用による気候変動対策は、全ての対策の約30％を占め、全資金提供のわずか3％を占めるにすぎない9

様々なNCSの手段において、森林再生は気候変
動を緩和する唯一最大の機会を提供し、次い 
で森林保護と森林管理の改善がそれに続いてい
る。重要なことは、森林再生は単に新たな排出
を避けるだけでなく、急速に成長する若木が大
気中の炭素を吸収することによって、炭素除去
する可能性をもたらしている。森林再生は、今
日容易に導入できる唯一の大規模な炭素除去技
術であり、低コストで測定可能、かつ実現可能
性の高いアクションを可能にしている。森林再
生は、炭素隔離量を増加させるだけでなく、生
物多様性、土壌の健全性、水質を改善すること
ができる7。

森林はまた、森林に依存する地域社会に経済的
利益をもたらし、世界のバイオエコノミーにリ
ニューアブルでサステナブルなバイオマテリア
ルを供給することができる。
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森林、生物多様性、 
その他の生態系の保守
高度に複雑な生態系である森林は、生物多様性の維
持にも不可欠である。森林はほとんどの陸上種の生
息地であり、世界の陸上生物多様性の約80％を占め
ている10。

森林伐採と森林劣化は、生物種と生態系の喪失につ
ながり、現在の生物多様性と気候の危機を加速させ
ている。森林の再生と適切な管理は、絶滅危惧種の
生息地の復元、生息地の連結性の改善、生物多様性
のさらなる損失の防止、間伐や燃料削減などの実践
による生態系の回復力の向上に役立っている。森林
再生プログラムへの地域コミュニティの参加を確保
することで、森林を健全な状態に戻し、人々と自然
にとって永続的な便益を確保することができる。

森林はまた、人間の幸福と経済成長を支える重
要な生態系の保守をしている。森林は、気温の
調節、地下水の浸透、土壌の保持をサポートす
ることができる11。それにひきかえ、森林伐採は
炭素を大気中に放出し、土壌侵食を増加させ、
水質を低下させ、種の絶滅のリスクを高める可
能性がある12。森林はまた、地域の気候を調整す
る上で重要な役割も果たすことができる。

例えば、アマゾン川流域とブラジルのセラードで
は、森林破壊は降雨量の減少と関連しており、森
林生態系全体の存続を脅かしかねない13。森林破壊
が進んだ地域では、森林再生によってこうした重
要な生態系機能を回復できる可能性がある。

Image 
credits: TIG
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森林とコミュニティ 
森林はまた、世界中の人々の生活と文化を支える
上でも重要な役割を果たしている。森林には3億人
の人々14　―　農民、小規模農家、その他土地で生
活する人々が暮らしており、さらに16億人以上の
人々の生活が、木材、食料、燃料、雇用のために
森林に依存していると推定されている15。

多くの農村コミュニティや先住民族にとって、 
森林資源は社会的、政治的、経済的生活の中心に
あり、コミュニティの生計、栄養、雇用の重要な
源泉である。  

林産物は、農村部の人々にとって不可欠な食糧、
資材、 栄養分、医薬品を提供し、多くの人々を極
度の貧困から救っている。このような地域に住む
人々にとっては、収入のほぼ4分の1が森林からの
ものであり、これは賃金労働、家畜、自営業な
ど、農作物以外のどのカテゴリーよりも大
きな貢献となっている16。

多くの国の農村経済は林業によっ
て支えられており、代替手段が
ほとんどない人々に雇用と富
を生み出している。

森林は5,000種類以上の木材製品を生産し、年
間6,000億米ドル強の粗付加価値(GVA)を生み出
し、これは世界のGDPのほぼ1％に相当する17。 

人々にとっての恩恵は経済的なものだけでなく、
社会的、文化的、精神的なものである場合もあ
る。森林と野生生物は地域社会の伝統、民間伝
承、精神性の源である。何千年にもわたって蓄積
されてきた伝統的な森林関連の知識は、多くの先
住民や森林に依存するコミュニティの文化と深く
結びついている。また、森林や自然に触れるこ
とが精神的、感情的な健康に多大な恩恵をもた
らすことを指摘する研究も増えている。

Image credit: TIG
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森林の復元と保護がもたらす気候、生物多様性、
社会的便益は多岐にわたるにもかかわらず、これ
らの便益を実現するために必要なものと、現在提
供されているものとの間には、かなりの資金ギャ
ップがある。

2030年までに生物多様性の減少を逆転させるため
の資金ギャップは、年間 5,980億ドルから8,240億
ドル（平均で年間7,110億ドル）と見積もられてい
る18。

自然をベースとした解決策への資金調達額は、
現在わずか約1,540億ドルに過ぎないことを考え
ると、非政府の資金源から提供されるプライベー
ト・ファイナンス（民間資金）が、ギャップを埋
める上で極めて重要な役割を担っていることがま
すます明らかになっている19。

プライベート・セクターは、ビジネスや社会にと
っての自然の価値をますます認識するようになっ
ている。世界経済フォーラムによると、自然やそ
の恩恵に大きく、あるいは中程度に依存してい
る産業において、（それぞれ13兆ドルおよび31兆
ドルの）計44兆ドルの価値（世界のGDPの半分以
上）が生み出されている20。

しかし、企業活動の原動力となっているのはリ
スクに対する感度だけではない。自然を基盤
とした投資がもたらす商機に対する認識も急速
に高まっている。新たなネイチャーエコノミー
は、2030年までに10兆ドルのビジネス価値を生
み出し、3億9500万人の雇用を創出できると推定
されている21。

プライベー
ト・ファイナ
ンスの役割
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クライメート・ポジティブ（二酸化炭素の排出
量よりも吸収量の方が多い状態）な商業用森林管
理とバイオエコノミーへのダウンストリーム投
資は、NCSが投資家に商業的リターンを提供し、
プライベート・キャピタルを呼び込む機会とな
る。NCSへの投資から経済的リターンを得るこの
機会は、2050年またはそれよりも早い時期にネッ
ト・ゼロを目指す約59兆ドルのプライベート・キ
ャピタルの一部を動員するための基本であり、農
村地域に経済発展の機会を提供するものである22。

さらに、NCSへの投資は、木材ベースの製品に
対する長期的な需要の増加によって支えられる
可能性がある。FAOは、一次林産物の世界需要は
2050年までに37％増加すると推定しており23、循
環型バイオエコノミーの急成長に伴い、さらに
急成長する可能性があると予測している。木
材の供給は自然林から人工林へとシフトし続
け、2013年の49％から2050年には70％近くまで
増加すると予測されている24。これは、循環型バ

イオ経済への移行に伴い、サステナブルな木材
に対する需要が高まることを反映している。

サステナブルな方法で伐採された植林木や復元さ
れた森林の木材は、クロスラミネート・ティン
バー（CLT）のような革新的な製品の製造に使用
することができる。クロスラミネート・ティンバ
ー（CLT）は、NCSへのさらなる投資を支えるた
めの収益をもたらし、新しく建設された建物に数
十年またはそれ以上にわたって炭素を蓄えること
ができるだけでなく、コンクリートや鋼鉄のよ
うな排出量の多い資材の消費を削減することも
できる。設計者、建築家、プランナー、建設業
者、そして消費者は、木材ベースの製品に転換
することによるコスト、顧客、そして二酸化炭
素排出量におけるメリットをますます認識する
ようになっている。この代替によって、世界の
年間排出量の約11％を占める25建材や建設に関連
する排出量を約69％削減することができる26。
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インパクト投資としての森林投資
サステナブルな経営を通じて、リターンとインパクトは相互に強化され、同時に複数の国連SDGsを支援する。
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南米と NCSの展望

NCSは、世界中に恩恵をもたらす可能性を秘めて
いる。しかし、南米ほどその可能性が高い地域は
なく、世界の自然活用による気候変動対策の可能
性の約30％を有している7。

この機会の多くはブラジルにあり、ブラジルには
1億7000万ヘクタール以上の牧草地があるが、その
多くはかつて森林であったため、森林再生に適し
ている可能性がある27。

ブラジルには約1,000万ヘクタールの人工林がある
が、その面積は世界の森林面積の0.2％にすぎない。

気候変動対策としての投資機会： 南米の自然活用による気候変動対策（NCS）の可能性
世界のNCSポテンシャルの30％を占める南米は、NCS関連の炭素除去を生み出す大規模な投資機会である29。
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しかし、この地域の驚異的な生産性を考えると、
ブラジルのツリーファームは世界の工業用丸太の
約11％を生産していることになる27。ブラジルの
森林再生の潜在力は大きく、良好な生育条件、土
地の利用可能性、林産物の開発と利用のための成
熟した市場がある。南米では、商業的なツリーフ
ァームも自然再生された原生林も、世界のどこよ
りも早く成長する。このような急成長率は、商業
林の経済的価値を高めると同時に、天然林と人工
林の両方で高い炭素隔離率を実現し、大幅な拡大
の可能性を示している28。
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現在世界の森林には、二酸化炭素換算（CO2e）
で300ギガトン以上の温室効果ガスが蓄えられて
おり、森林伐採を止めることは、この炭素を大気
中に排出しないようにすると同時に、世界の陸上
生物多様性の大部分を維持し、何億もの人々の生
活を支えるための重要な鍵となる27。 森林の再生
は、大気中の炭素を積極的に除去すると同時に、
これまでの森林伐採によって損なわれたり破壊
されたりした重要な生態系機能を回復すること
ができる。さらに、商業的な森林再生とサステ

ナブルな森林管理は、高い炭素除去率を実現す
ると同時に、長期間炭素を貯蔵し、再生可能な
バイオエコノミーの成長を支えるリニューアブ
ルなバイオマテリアルを生産することができる。

森林保護、自然林の再生、商業植林など、これ
らの活動のどれをとっても莫大な利益をもたら
すことができるが、統合的な方法で追求するこ
とで、その影響や展開できる規模ははるかに大
きくなる。

総合的ランドスケープ投資

選択地域における広葉樹人工林と自然再生林の炭素蓄積率の比較
（tCO2e /ヘクタール /年）30。 
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森林保護は生物多様性の陸上炭素蓄積量を維持する
ことはできるが、大気中の二酸化炭素を現在のレベ
ル以下に削減したり、種や生態系への歴史的なダメ
ージを回復させたりすることはほとんどできない。 
森林の復元は、大気中の炭素を積極的に隔離し生態
系機能を回復させるが、それだけでは地域社会に大
きな経済的利益をもたらさず、投資家に金銭的リタ
ーンをもたらさない可能性がある。サステナブルに
管理された商業用ツリーファームは、大気中の炭素
を速やかに吸収し、地域社会やプライベート投資家
に経済的利益をもたらすが、それだけでは生物多様
性や生態系保守への恩恵は限定的である。

しかし、サステナブルな方法で管理された商業用ツ
リーファームを併用することで、地域社会に直接的

な利益をもたらし、プライベート投資を農村地域
に流入させることができる。それと同時に、森林
再生と森林保護がもたらす生物多様性と生態系の
便益は、NCS投資に対する社会的ライセンスを構
築し、投資が流入するランドスケープの回復力を
高めることができる。このような投資は規模が大
きくなればなるほど、生物多様性の危機を好転さ
せ、安定した気候の未来に不可欠な温室効果ガス
（GHG）の削減をもたらすことが可能となる。

明確な戦略的ビジョンに沿った投資は、社会、気
候、生物多様性の恩恵を相互に強化し、永続的で
かつ広範囲な便益をもたらす行動の好循環を生み
出すことができるのである。
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